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足
寄
り昨

• 

私のふるさと 選

•• • 
:昨客

年ーの
十家
二 族
月
bこ
生
ま
オ1
た
長

大きな牛にひ、っくり
秋晴れとなった10月 2口 、 総 合 公 園 で

干聖子産共進会が聞かれ、会場に集まった人

たちは動物のffi;lo1あて、 i'iJimコンテスト
などで、動物のぬくもりを楽しんだ。

-
コ
ー
ラ
ス
の
演
奏
会

マ
日
時

叩
月
口
日
(
日
)
午

後
2
時
初
分
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演
ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス

マ
曲
目
マ
ザ
l
グ
1
ス
メ
ロ

デ
ィ
ー
と
G
・
ロ
パ
ル
ツ
の
ミ

サ
曲
ほ
か

マ
入
場
料
金
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
ま
ど
か
コ

ー
ラ
ス
事
務
局
(
電
話
ロ
l
六

八

O
三
)

-
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル

女
性
だ
け
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
F
C湘
南
山
下
で
は
、
部
品
を

募
集
し
て
い
る
。

練
習
は
毎
週
金
昭
臼
の
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
旭
南
公
民

館
の
体
育
館
と
、
月
2
回
土
曜

日
午
後
の
2
時
間
ず
つ
、
山
下

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。
中

学
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
。
会
費
は
月

一
千
円。

問
い
合
わ
せ
は
、

F
C湘
南

山
下
事
務
局
(
屯
話
お
|
四
五

八

一
)
へ
。

-コiル
み
な
み
は
ら

コ
ー
ル
み
な
み
は
ら
で
は
、

叩
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞

く
。
入
場
自
由

お
)(譲
)(り
ベし
日ま
×劃

マ
日
時
叩
月
刊
日
(
土
)
午

後
2
時
開
演

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
3

階
ホ

1
ル

マ
地

同

組

曲

「秋
は
シ
ャ
ム

猫
の
よ
う
に
」
、
ラ
ス
ト
ワ
ル

ツ
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
コ
ー
ル
み

な
み
は
ら
事
務
局

(屯
話
M
l

七
二
四
三
)

-
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
期
日
刊
月
口
日
(
日
)
、

降
水
椛
率
刊
軒
以
上
の
と
き
は

剖
臼
(
臼
)
、
以
後
中
止

・
集
合

平
塚
駅
北
円
改
札
付

。
輯
り

ま

す

カ

l
ト
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ

①
有
料

子
供
服
(
友
子
4
1
5成
1
、
A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
1
パ

剤
、
ロ
i
u歳
周
)
、
お
ま
る
、
チ
ス
、
絵
本
、
ゆ
り
か
ご
、
茶
迫
セ
ッ

ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
机
、
整
理
だ
ん
ト

す
、
ひ
じ
付
き
回
転
座
い
す
、
事
務
②
無
料

子
供
服
(
女
子
身
長
卯
匂

机
、
本
棚
、
洋
服
だ
ん
す
、
ハ
イ
ブ
計
、
友

・
冬
物
)
、
ベ
ビ
1
パ
ス
、

ハ
ン
ガ
ー
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
冷
暖
房
ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
屯
子
レ
ン
ジ
、
ダ

器
具
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
ジ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

ユ
ー
ス
ミ
キ
サ
ー
、
ガ
ス
湯
沸
器
、
。
譲
っ
て
く
だ
さ
い

ベ
ビ
1
ベ
ツ

剣
道
防
具

一式
、
画
集
セ
ッ
ト
、
座
ド
、
子
供
用
ぶ
ら
ん
こ
、
子
供
用
ス

布
団
、
健
康
布
問
、

三
輪
車
、
ゴ
l

キ
l
ウ
ェ
ア
と
ス
キ
l
靴、

子
供
用

日
本

一
の
広
さ
を
実
感
す
る

に
は
、
町
営
の
大
規
模
草
地
育

成
牧
場
に
立
っ
と
わ
か
り
ま

す
。
雌
阿
寒
岳
や
大
宮
山
連
崎

へ
と
続
く
山
々
の
雄
大
な
パ
ノ

ラ
マ
と
、
背
く
澄
み
き
っ
た
空

は
、
北
海
道
広
し
と
い
え
、
す

が
す
が
し
さ
も

一
番
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
に
紹
介
し
た
い
の

は
、
神
秘
の
湖
オ
ン
ネ
ト
ー
で

す
。
原
生
林
に
固
ま
れ
、
四
季

の
た
た
ず
ま
い
を
水
面
に
映
し

続
け
る
湖
。
時
に
は
人
々
を
も

寄
せ
つ
け
な
い
厳
し
さ
を
見
せ

る
姿
は
、
足
寄
の
シ
ン
ボ
ル
と

い
え
ま
す
。
と
に
か
く
、
大
自

然
に
固
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

湘
南
大
橋
を
渡
る
と
き
に
見

歩
行
線
、
子
供
服
(
男
子
身
長
mw

i
川
匂
灯
、
女
子
身
長
川
i
m
匂

M

川
)
、
テ
ー
ブ
ル
、
食
総
棚
、
老
人

介
護
用
ベ
ッ
ド
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
ワ
ー

プ
ロ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
炊
飯
ジ
ャ

ー
、
相
物
画
の
テ
キ
ス
ト
、
エ
レ
ク

ト
1
ン
、
屯
子
ピ
ア
ノ
、
碁
石
と
碁

盤
、
百
科
辞
典
、
自
転
車
、
日

αバ

イ
ク
、
A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
供
用

英
会
話
ビ
デ
オ

近
、
午
前
8
時

マ
コ
ー
ス

平
塚
駅
|
小
田
原

駅
1
元
箱
根
・・
・
畑
宿
・
・
・
早
雲
寺

:
箱
棋
湯
本
駅
l
平
塚
駅

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当、

雨

具
、
交
通
貨
二
千
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
屯
話
出
1

三
四

O
二

-
楽
し
い
バ
ス
ケ
ッ
ト

平
塚
ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
、
マ

マ
さ
ん
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
品
を
募
集
し
て
い
る
。

練
押
は
毎
週
土
阻
自
の
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
旭
南
公
民

。
不
用
品
管
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

り
都
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。

館
の
体
育
館
で
。
会
資
は
月

一

千
円
。問

い
合
わ
せ
は、

平
塚
ク
イ

ー
ン
ズ
事
務
局
(
包
話
ね
|
六

五
一
八
)

へ。

-
初
心
者
ギ
タ
ー
教
室

平
塚
ギ
タ
1
ハ
l
モ
ニ
ッ
ク

ス
で
は
、
初
心
者
を
対
象
に
ギ

タ
l
教
室
を
聞
い
て
い
る
。

練
習
は
毎
月
釦
l
、
第
2
、

第
4
水
晦
日
の
午
後
6
時
か
ら

7
時
ま
で
旭
南
公
民
館
で
。
受

講
料
は
月
二
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
ギ
タ

ー
ハ

1
モ
ニ
ッ
ク
ス
事
務
局

(
也
話
詑
|
八
O
七
二
)

へ。

・
特
別
観
劇
の
お
誘
い

マ
日
時

ロ
月
1
日
(
水
)
午

後
6
時
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演
有
馬
稲
子
ほ
か

マ

出

題

は

な

れ
瞥
女
(
ご

ぜ
)
お
り
ん

マ
入
場
料
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

ひ
ら
つ
か

演
劇
鑑
賞
会
(
屯
話
加
|
一ニ一一

六
五
)

-
英
語
を
勉
強
す
る
会

英
語
セ
ミ
ナ
ー
会
で
は
受
験

英
踏
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

勉
強
会
は
毎
週
金
曜
日
の
午

後
4
時
か
ら
6
時
ま
で
背
少
年

会
館
で
。
中
学
3
年
生
か
ら
高

校
2
年
生
ま
で
が
対
象
。
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
英
語
セ
ミ

ナ
ー
会
事
務
局
(
電
話
回
1
九

八
九

O
)
へ。

。
送
り
先

一Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

諜
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

••. 

，
 

る
相
模
湾
、
相
模
川
の
水
の
色

恥

と
量
や
、
ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
の

暗

色
で
季
節
を
感
じ
ま
す
。

一

駅
周
辺
で
は
、
商
盾
街
が
も

一

っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
ほ
し
い

一

で
す
ね
。
通
り
は
モ
l
ル
で
き

一

れ
い
な
の
に
、
陳
列
商
品
の
は

一

み
出
し
、
自
転
車
の
放
置
が
ひ

一

ど
く
、
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物
す

一

る
気
分
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
少

一

し
さ
び
し
い
で
す
ね
。

一

〈募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、

平
塚
に
住

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

-

O
送
り
先
一
γ
加
平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ト

諜

「私
の
ふ
る
さ
と
」
係

"

••• 

経
験
を
広
げ
る

「先
生
こ
ん
に
ち
は
ノ
」
と
元
気
よ
く
通

っ
て
来
る
A
君
は
、
幼
稚
園
に
行
っ
て
い
る

五
歳
児
で
す
。

言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
、
友
達
が
な
か
な
か
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
、
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
相
談
に

み
え
ま
し
た
。

人
懐
っ
こ
い
性
格
で
、
新
し
い
環
境
へ
の

適
応
も
早
く
、
何
に
で
も
興
味
を
示
し
、
い

ろ
い
ろ
と
話
し
か
貯
て
く
れ
ま
す
。
見
掛
貯

た
も
の
や
、
目
新
し
い
遊
具
を
見
つ
け
て

は
、
「
こ
れ
、
何
」
と
聞
き
、

「
O
O
だ

よ
」
と
答
え
て
あ
げ
る
と
、

「
O
O」
と
繰

り
返
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
し

ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

経
験
の
広
が
り
、
経
験
を
広
げ
る
と
い
う

こ
と
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集
団

の
中
で
、
友
達
が
や
る
こ
と
を
見
て
ま
ね
を

し
て
や
っ
て
み
る
。
そ
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ

な
雷
誌
が
交
わ
さ
れ
ま
す
が
、
み
ん
な
の
動

き
が
速
く
て
、

言
葉
が
頭
上
を
通
り
過
ぎ
て

ご
翁
総
幼
}
ン

一

ャ

J
依切
i
h
J

し
ま
う
。
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

る
場
に
自
分
も
参
加
し
た
い
と
い
う
意
欲
が

あ
る
の
で
、
同
じ
こ
と
を
し
ま
す
が
少
し
出

遅
れ
て
し
ま
う
。
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現

し
、
相
手
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
す
が
、
不
明

瞭
な
た
め
十
分
伝
え
ら
れ
な
い
、
聞
い
て
も

ら
え
な
い
。

相
談
セ
ン
タ
ー
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、

個
別
的
な
か
か
わ
り
の
中
で
、
十
分
話
を
聞

い
て
も
ら
え
る
の
で
、
物
と
の
対
応
や
適
切

な
言
葉
が
け
で
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
、
遊
び

が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
人
と
遊
ぶ
お
も
し

ろ
さ
や
仕
組
み
、
遊
び
の
ル
ー
ル
な
ど
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

友
達
関
係
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
遊
び
の
世
界

を
広
げ
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
子
供
が

そ
う
し
た
日
々
を
送
る
た
め
に
、
時
に
は
問

い
掛
け
に
応
じ
、
経
験
を
共
有
で
き
る
心
の

ゆ
と
り
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
電
話
お
|
六

O
一
ニ

記会講演「サッカーを通しての考え方」

平塚市青少年健全育成のつどい
とき 11月20日(土)

午後 1時 -3時 30分

ところ 中央公民館

【第 l部】式典
-普行青少年の表彰

.少年の主張作文最優秀 者発表

.背少年海外派逃報告

【第2部】記念講演

講師石井義信氏
フジタスポーツクラブ強化部長

「むをう)おま蹴WfiJ空き1京況
。 申し 込 み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87-1050

FAX  0558-87ー0557

- 住所〒410-32 静 岡 県 田 方

郡天城湯ケ島町上船原1120- 1 

• 1泊 2食付き、大人4.050円、子供3.530円
<>問 い合わせ交流親善謀(内線597)

X印満釜ム印早めに申し込みを O印まだ余裕がある

111 (日) 12 3 4 5 6 7 89101112131415161718192021222324252627282930 
I(曜)月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月 火水木金土日月火

月I 0ムムOム XXL'.Oムム xxxxxOOOxxムOOL'.OXL'.Oム

入場自由

周
囲
4
J
M
の
神
秘
の
湖
オ
ン
ネ
ト
l

男
は
、
っ
た
い
歩
き
が
で
き
る

O
私
の
ふ
る
さ
と

よ
う
に
な
り
、
目
が
離
せ
ま
せ
全
国
市
町
村
の
中
で

一
番
広

ん
。
共
働
き
の
た
め
、
昼
間
は
い
面
積

二
四

O
八
・
=
三
平

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
方
J
Mむ
を
も
つ
ま
ち
が
、
私

ん
が
パ
パ
と
マ
マ
で
す
。
の
ふ
る
さ
と
足
寄
町
で
す
。

背少年課(内線762)-問い合わせ

121 (日) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28293031 
j(飽)水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火 水木金

月j OOOxOxxOOOxOOOOOOxOOOOOOL'.XXム xx x 
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霊@保健 センター 平塚市中盟~ 30分 ;・開業医、病院で接組を。接 j で、 BCG接種を 1回も受: 議
議34ー17電 話34-0311 ~ . 会場 保健 セン ター j 種目は医師とご相肢 を。 けていない乳幼児 : -----一¥ 盟

。平塚保健所 平語家市笠原町:.内容体重測定、栄養、病:・保険証、母子手帳を持参 :・開業医、病院で接種を。接 : /_I....I..II'Io.I_~ 嶋
一6ー21電 話32-0130 : 気、育て方、予防接種のこ j j 極臼は医師とご相肢を ~/ ・HEALTHY・ \ 33 
雲 ム白血~古田A白 j となど ; 現~~'歯領悶~ [ ・保険証、母子手帳を持参 [1 A _I.、. ¥お

お 鍋 也 錨 鴎鎗 ;・母子 手 帳を持参 j : :/̂ JI犬ん圃¥建
きょぷムカ山 ぷの; 冒回争金 :・222歳 6か月れの手L:脇島儲激濁 ;(ZJZ『 )g
g官 5Z4ZLL225な;旨;還?審@墨 ;zzz日平台官官、日日 .受付午後 1 時~2 時 代フ可ノ/き

認定の医 療機関で受診 を。 : : ・時間午前9時~10時 :・会 場 保 健セン ター : ¥.. / 笠

:.第 1期 3か月以 上 4歳 未 j・ 申し込み 電話で平塚保健: .母子手帳、筆記用具を持参~~ ・L1FE・/ 蕊
き 窃奥羽髄 : 満の乳幼児。 3週間から 8 :所へ j【11月の 3か月児】 l ~二ニ/ 義

週間の間隔で3回受ける。 : ; ・17日 5 年 7 月 1 日 ~15日 j

3222日乳22水曜日 ;-ZATかさ:22:?E3;ヲペルタ切シ :JZJZ51Z731日; };:;の;2221一日 き

2 年 9 月 1 日~10日=
=・時間 午前 9 時30分~10時 i か月以内に1回受ける。:.対 象 3か月以よ4T&:末満:・ 2日 4 年 5 月 1 日 ~10日: 。白 血= : : :・ 9日 4 年 5 月 11 日~20日; ・ 18 日 2 年 9 月 11 日 ~20日誌. 25日 2年 9月21日~初日制

g A UL -EE--L|予防鱒・竹月カレンダーIw悶悶 3
答 。グ 縫鵡桑ちゃん掴・・・・‘ 4 ・品ー _ o ~ ・対象 1成以上 6歳未満のき

; ~グL平塚市山下613-2久保田コ一司・・圃・・・・・・."， -ー田・a=‘.....ι a ~ ~ 乳幼児 認

穏 伝説ときLE22222T軍司胃J、~'J"Nω : -z吉弘需T2222。す
司2 熊博武さん (32蔵)とまずみさんに~，. ."'_，，;， ."一一，-?司入ー ペへ " てへ ;・保険証、母子手帳 を 持参 釜

41訂正?舵1441JJ4識経 緯〉く成約⑨ ;開予防敏gg
れた押し車(とぐまのマーチ)で毎 j盛".凶 F 電， ム与 v v v ~ .対象 11月中に 8か 月 か ら 望

日遊んでいる麻結美ちゃんは甘えん 旦是也rう - .・・・・〆r ち~ VoC:い : 1歳になる乳幼児のお母 さ 霊

坊で、ママのおっぱいを飲むのが大 J 司f司‘: ~3~( f(伐L h¥hx、い j ん 若
。天使となり天国に召された2 也長4盟国齢、 可~詮/パぜ で十‘J'i;-.・・¥)，. ~・日時 11月 10日午前10時弱

cm22225thtミFJ九 幼旬以イ与が ;.Lf- 5 
ー、.:r-、_./ : 、低記用具を持参 =

Itll"II'tllllltlllll""'IIIII:I'III'I"t""III:lt""11"1:"":'11111:"認

広 幸麗ひら・っか平 成 5年 10月 寸 5日〈フ〉

老
人
保
健
医
続
制
度
で
は
、
七

十
歳
以
上
の
方
や
、
六
十
五
歳
か

ら
六
十
九
歳
ま
で
の
寝
た
き
り

な
ど
の
状
態
に
あ
る
方
が
、
医

療
の
対
象
と
な
る
。
医
療
の
一

じ
ん
臓
病
講
演

県
で
は
、
腎
(
じ
ん
)
臓
病

の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
の
講

演
・
相
談
会
を
聞
く
。

マ
日
時

叩
月
幻
自
(
土
)
午

後
1
時
却
分

3
4時

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
日
階
会
議
室

マ
講
師
東
海
大
学
医
学
部
教

授
佐
藤
威
氏

マ
相
談
担
当
者
専
門
の
医

師
、
栄
養
士

マ
申
込
先
県
保
健
予
防
課

(
屯
話
O
四
五
l
一一

O
一
ー

一

訪
問
看
護
婦
の
募
集

市
で
は
、
在
宅
療
読
者
の
君

難
方
法
や
活
躍
援
助
(
入
浴
の

介
助
な
ど
)
を
指
導
す
る
訪
問

看
護
婦
(
臨
時
職
員
)
を
募
集
し

て
い
る
。

マ
職
組
正
宕
範
的

マ
資
格

厚

生
省
看
護
婦
免

許
を
取
得
し
て
い
る
印
歳
未
満

の
方

マ
募
集
人
員

2
人

マ
申
込
期
限
叩
月
幻
自
(
金
)

申
し
込
み
は
、
市
販
の
履
歴

忘
れ
ず
に
老
人

医
療
の
届
け
を

はがきに赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、屯話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳米満の赤ちゃんです。応諒

されたはがき(1 日掲職分は 1 臼~15日締め切り、15口掲載分は16日~月末締め切り}は、抽選に

より翌月の広報紙に掲載します。会送り先

干254平塚市浅間町 9-1 平塚市広報

広聴;深「赤ちゃんのステージ」係

部
負
担
金
は
、
外
来
一

か
月
に

つ
き
拙
同

一
千
円
、
入
院

一
日

に
つ
き
七
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
、

六
十
八
歳
か
ら
六

十
九
歳
の
方
に
つ
い
て
も
老
人

保
健
医
療
制
度
に
準
じ
て
、
医

療
費
の
助
成
を
行
い
、
六
十
八

歳
近
く
な
っ
た
方
に
は
老
人
医

療
証
の
申
諮
用
は
が
き
を
お
送

り
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
提
出

向
日
と
免
許
証
の
写
し
を
持
参
し

健
康
課
健
康
づ
く
り
係

(内
線

七
八

O
)
へ。

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時

叩
月
初
日

(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時
3
m

時
加
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
米
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
内
容

澗
円

検
診
と
歯
み
が
き
練

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
老
人
医
療
受
給
者
で

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て

保
険
年
金
課
老
人
医
療
係
(
内

線
二
五
六
)
に
届
け
出
を
。

老
人
病
の
予
防

マ
日
程

叩
月
初
日
(
水
)

幻
日
(
水
)

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先

平
塚
保
健
所

(電

話
詑

1
0
一
三

O
)

予
約
制

成
人
病
の
相
談

成
人
病
を
予
防
し
た
い
方
、

成
人
病
の
方
を
対
象
に
生
活
相

談
、
栄
養
相
談
を
行
う
。

マ
日
程

毎
週
火
曜
日
、
午
前

9
時
却
分
5
日
時
叩
分

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
(
泣
話
加

l
O
三一

一
)
へ。

午
後
1
時
却
分
1
3

-
時
間

時マ
会
場

金
田
公
民
館

マ
内
容
骨
粗
懸
(
し
よ
う
)

症
と
は
・
骨
粗
懸
症
の
予
防
・栄

養
指
導
(
初
日
)
大
場
良
臣
医

師
、
骨
組
懸
症
予
防
の
運
動
実

技
(
幻
臼
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
六
O
)

5
8
3
E
b
z

gく
な
っ
で
き
た
ら

MMhMM川
河
川

M
は

河

川

河

要

注

意

。

高
齢
化
社
会
で
骨
子
“

一

、

d
仙
川

W
ル
l
H
h
v句
、

原
因
と
し
て
は
、
ホ

粗
懸

(
し
よ
う
)
症
一
応

一

周

M
削

剛

山

州

四

回

、

ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン

と
い
う
病
気
が
、
大
厄
f
一

、

?

ー¥

剛

州
川
酬
魁

f
D
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不

一』

，
一

'

?

仁

田

川

川
川
川
川
川

恒

き
な
問
題
と
な
っ
て
頑
N
一

/

十

--m川
酬
川
、
t
足
が
あ
げ
ら
れ
、
年
を
と

一岨
圃
量
、
一

J
れ
一L
e
一
喝
凶
川
山
山
山
司
E
E
1

い
る
。
こ
の
病
気
は

逼

刈

一

ご

rm
uう

る
と
あ
っ
さ
り
し
た
物

骨
全
体
の
総
量
が
著
「

l
」

‘

を
好
み
、
乳
製
品
や
良

し
く
少
な
く
な
り
、
骨
が
小
さ
な
穴
の
た
く
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
ら
な
く
な
る
こ
と
も

さ
ん
空
い
た
よ
う
な
状
態
と

な

る

。

要

因

の

一
つ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
骨
粗
懸
症
の
人
は
、
ほ
ん
の
骨
組
怒
症
を
予
防
す
る
に
は
、
①
牛
乳
、
ヨ

さ
さ
い
な
事
故
で
も
大
き
な
貯
が
に
つ
な
が

1
グ
ル
ト
、
チ
1
ズ
な
ど
の
乳
製
品
を
毎
日

る
こ
と
が
多
い
。
小
石
に
つ
ま
づ
い
て
転
ん
欠
か
さ
ず
と
る
②
小
魚
を
多
く
食
べ
る

で
足
の
付
け
根
を
骨
折
し、

そ
の
ま
ま
寝
た
③
わ
か
め
、
ひ
じ
き
な
ど
の
海
藻
類
を
食
べ

き
り
に
な
っ
た
り
、
パ
ス
が
揺
れ
た
は
ず
み
る
④
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
る
⑤
ピ
タ
ミ

で
し
り
も
ち
を
つ
き
、
せ
き
つ
い
圧
迫
骨
折
ン
D
を
含
む
食
品
(
背
背
の
魚
な
ど
)
を
と

を

起

こ

す

こ

と

も

あ

る

。

り

、

太

陽

の

紫

外

線

を

浴

び

、

適

度

な

運

動

背
中
が
急
に
丸
く
な
っ
で
き
た
り
、
身
長
を
続
廿
る
こ
と
が
大
切
。
(
健
康
課
)

食

事

∞

健
康
課

おや(iw舗ωaωlß~lßt議守@定岡本総バリトンリサイタル
動物は愛情と責任をも って育てよう。

最近、犬や猫の育情が削えて い る。

飼い主の方は、次のことをよく守って

他人に迷惑をかげないようにしよう。

. 近所に迷惑をかけない山配りを

・ 必 要 な け れ ば 不 妊 、 去 艶 手術を

・ 犬の叡歩はふんの始末と引き網の

着 用を

. 犬の肢し飼いは危積。絶対lこやめ

よう

出境衛生管理課. t旦当

岡本勝プロフィール
主芸大声楽科、ウィーン国立アカデミ

一声 楽科 、リ ード ・オラトリオ科

z;s郷後ヨーロッパで活縦中.

12月 1日(71<)午後 6時開場

中央公民館ホール
日時

会場

ピアノ深沢亮子

-曲目 イタリア歌曲 ・我が心の魂、太陽の光の
ごとく シューベルト歌曲・セレナーデ、菩提
樹ほか

・入場料 金席2，000円、小 ・中 ・高校生1，000円
(小・中・ 高校生は市民センターのみ発売)

・前売 り 市民 センタ一、 ヤ ンレイレコード、
稲元島楽器底、サク ラ密底本1志、チケッ トぴ
あ(長崎屋 4階)、花水害庖ほか

・電話予 約 市民センター (電話32-2235)

勝J~リトン岡本出演者
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樹
木
を
斡
(
あ
っ
)
旋
し
て
い

る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り

公
園
課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四

二
五
)
へ
。

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

臨
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)

へ

。

・

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
ふ
じ
み
野

第

一
第
二
公
園
愛
護
会

・
ふ
じ
み

野
第
三
第
四
公
園
愛
盟
会
各
三

千
円
、
二
宮
一
成
一
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
閲
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内
・
電
話
お

ー

o一
O
一
一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
・

安

木
政
二

・
斉
藤
誠

・
回
中
崎
夫

・

則
前
生
光

一
・
広
瀬
幸
子

・
今
村
弘

幸

・
大
余
芳
美
各

一
千
二
百
五

十
円
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草委2q ふ主音足巴空室、 区ZZ豊富議室霊長注実竺宮古往路2 2失言き盟主居
心珍で石 分る」来の南 れ 置 す 司 副 置 踊 置 魁 盛 竃 抱 圃 置 か 三 約 」「 ら石 棒がり石にの あ
寺 しす盤 かかとた組無て無 ゑ 置竺一司・り年百と文れ盤 があま盤くよる

文心
政寺
J、宅... 
年内

二警
八堂
ニの
三輪
年姐
)洛

-D'仇

〕

み

mw
五
Q
川
ノ

，J
d
t
H問
4
3
・E
』

1

塔5

観
音
堂
境
内
に
一
基
あ
る
だ
け

で
す
。「

南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
彫
ら

れ
た
石
盤
で

「吉
凶
」
を
占
う

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
運
勢

を
仏
に
帰
依
し
て
、
仏
の
意
志

に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
で

す。
こ
の
石
塔
の
歴
史
に
は
、
大

き
く
ニ
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。

一
つ
の
流
れ
は
、
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
彫
っ
た
石
盤
を
回

す
こ
と
で
後
生
の
安
寧
を
願
う

と
い
う
信
仰
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
後
生
車
と
も
呼
ば
れ
、
奈

良
の
東
大
寺
や
長
野
の
笹
光
寺

本
堂
前
に
も
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
山
形
の
立
石
寺
に
は
木

の
塔
婆
の
下
方
に
後
生
車
を
つ

り
た
も
の
が
た
く
さ
ん
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
の
流
れ
は
、
神
仏

の
意
志
に
よ
っ
て
吉
凶
を
占
う

と
い
う
信
何
で
、
お
み
く
じ
な

ど
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員

直
之
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や

社

会
福
祉
越
金
は
、
地
獄
福
告
会
平
塚
支
部
六
千
九
百
十
ベ

川
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど

一
円、

平
塚
舞
踊
会

十
二
万
村

+
に
使
わ
れ
る
。
社
会
福
祉
協
議
四
千
四
百
七
十
七
円
、
日
本
医
や

ゆ
会
(
寝
泊
目

l
二
三
三
=
一
)
に
院
六
千
六
百
八
十
円
、
匿
名
吋

吋

お

尋

ね

を

。

(

敬

称

略

)

(

三
件
)

二
万
五
千
二
円

川

村

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・

日

本

マ

児
童
福
祉
へ
・

匿

名

一

糾

+
シ
ェ
パ
ー
ド
犬
登
録
協
会

二

千

円

や

ゆ
十
万
円
、
音
羽
会

三
万

円

、

マ
社
会
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
J

「

村
キ
ヨ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ポ
ッ
ト

二
千

円

村

ゆ

十
万
二
千
五
百
十
六
円
、
山
本
マ
交
通
遺
児
へ
・
笠
木

一
咋

吋

清

一
万
円
、
関
島
久
雄
五

一
千
円
、
平
線
帯
会
三
万
六
吋

川

千
円
、
金
田
キ
ッ
カ
l
ズ

一
千
五
百
五
十
五
円

何

+
万
七
千
五
百
円
、
仔
リ
ン
ダ
マ
文
化
振
興
へ
・
加
藤
正
之
や

咋

九
千
二
宵
二
十
三
円

、

行

色

申

五

十

万

円

吋

沙

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γu『

る

。

マ

お
撮
り
す
る
樹
木
い
ぬ
ま
き

〔
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
環
境
}

(樹
高
2
・
3
M、
1
本
)
、
た

マ
円
時
叩
月
幻
円

(
水
)
午
後

ち

か

ん

つ

ば

さ

(樹
高

1
・
5

5
時
1
6時
日

分

計

、

二

百

本

)

マ
制
師
東
海
大
学
工
学
部
教
授

坂
田
俊
文
氏

【
エ
イ
ズ
知
識
へ
の
再
挑
戦
}

マ
日
時
日
月
刊
円
(
水
)
午
後

5
時
1
6時
的
分

マ
講
師
東
海
大
学
医
学
部
教
授

河
村
信
夫
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
東
海
大
学
湘

南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
包
括

日
l
一
一
一
一
一
)

へ。

av介
護
の
公
開
講
座
が

マ
日
時

ロ
月
3
日

(
金
)
午
後

1
時

1
4時

マ
会
場

神

恭

川
社
会
福
祉
専
門

学
校

(真
土
二
三
二
)

マ
内
容
ビ
デ
オ

「在
宅
介
護
を

始
め
る
た
め
に
」
、
講
話

「在
宅

で
の
介
護
の
基
本
」
、
実
技
「
介

髄
技
術
の
基
礎
」

マ
定
n
H

刊
人
(
先
治
順
)

マ
申
込
先

神
奈
川
社
会
福
祉
専

門
学
校
(
電
話
回
l
八
一
一
八
)
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